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指標 単位 

基準値 目標値 

2018年度 

(平成30年度) 

2025年度 

(令和7年度) 

2030年度 

(令和12年度) 

公民館登録サークル利用者数 ★ 人 42,511 43,000 43,000 

図書館における活動団体数  ★ 団体 60 70 75 

各種スポーツ施設の利用者数 ★ 人 506,088 515,000 530,000 

スポーツ大会の参加人数  ★ 人 18,715 19,000 20,000 

スポーツ少年団登録者数  ★ 人 742 750 750 

部活動指導員登録者数  ★ 人 2 5 10 

地域の資源を活かした「赤穂トレックウォーク※１」等の 

参加人数  ★ 
人 36 100 100 

 

 

 

赤穂市教育振興基本計画 赤穂市スポーツ推進計画 

赤穂市子ども読書活動推進計画 

 

項目 主要な取組 

１ 生涯学習の推進 

◇市民ニーズに合った講座を行うなど、生涯学習の機会の充実 

◇市民の自主的な学習活動を支援 

◇多様化する市民ニーズに対応した生涯学習の推進体制 

◇公民館登録サークルへの参加呼びかけ 

◇老朽化に伴う生涯学習施設の整備促進 

２ 図書館サービスの充実 

◇利用者のニーズに合った蔵書の充実と計画的な図書の整備 

◇新着図書案内、話題の本・ふるさと情報等図書館情報の発信 

◇市民のニーズに合った講座や教室を行うなど、サービスの充実 

◇活動団体のグループ育成と登録団体への支援 

３ 各種スポーツ施設の充実 

◇地区体育館等の各種スポーツ施設の整備充実 

◇各種運動施設の利用促進 

◇各運動施設の長寿命化に向けた計画的な維持補修・更新 

４ スポーツ活動の推進 

◇健康で豊かな生活を送ることのできる生涯スポーツの促進 

◇観光施策と連携したスポーツ大会等の開催 

◇スポーツ団体の育成・強化 

◇スポーツ指導者の充実 

◇地域と連携した部活動の育成・強化 

◇地域と連携した行事等の開催 

関連個別計画 

施策の展開 

目標指標 

※１トレックウォーク…「トレッキング」と「ウォーキング」を合わせた造語で、健康的に行うハイキングや軽登山のこと。 
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人  歴史と文化が息づく人とコミュニティを育むまちづくり 

（9）歴史や文化、スポーツを通じた市民が活躍できる地域コミュニティの構築 

㉓生涯にわたり主体的に学び楽しめる環境をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民が生涯にわたり主体的に学び、楽しむことができるよう、生涯学習機会の提供を図ります。 

既存の公民館の計画的な改修を進め、安心・安全に利用できる公民館整備に取り組みます。 

図書館については、図書の貸出･閲覧を中心に、各種講座･教室の開催によるサービスの充実や

新着図書案内、話題の本・ふるさと情報など図書館情報の積極的な提供・発信を行うなど、市民

の利便性の向上を図りながら、滞在型図書館を目指します。 

また、健康で活力ある市民生活や地域社会の活性化のため、すべての市民が生活の一部として

スポーツ活動や健康づくり活動を行うことができる「スポーツ先進都市」として、スポーツ施設の

整備・拡充および有効活用を進めるなど、スポーツ活動の場と機会の充実を推進します。 

 

 

 

 

施策の方針 

◆個人の価値観の変化に伴う市民の学習ニーズの多様化に応え、それぞれのライフステージに

即した生涯学習の総合的な推進が求められています。 

◆公民館や図書館におけるサークル活動等の担い手が高齢化し、今後の活動の硬直化や縮小

が懸念されることから、従来の活動にとどまらない生涯学習機会の充実・創出が必要です。 

◆個人や団体の読書や学習、調査研究を継続的に支援するため、利用者のニーズを把握しなが

ら計画的な図書の整備・充実を図ることが必要です。 

◆図書館では、市民の読書活動促進のため、さまざまな図書情報の発信に努めています。今後

も図書館情報の積極的な提供・発信が求められています。 

◆市民のニーズに合った講座･教室の実施によりサービスの充実を図ることが必要です。 

◆市民が安心して利用できるよう、公民館やスポーツ施設の長寿命化対策など、計画的な整備

が必要です。 

◆健康増進への関心の高まりにより、スポーツに対する目的や内容が多様化しています。市民

のニーズに合ったスポーツ活動の推進が必要です。 

◆少子化によって部活動・スポーツ少年団員が減少しており、地域によるサポート、また地域間

の交流を促進した活性化が求められています。 
 

現状と課題 


